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昨
年
９
月
26
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
１
９ 

２
臨
時
国
会
は
、
国
民
生
活
に
直
結
す
る

重
要
法
案
を
充
分
な
審
議
時
間
も
と
ら
ず
、

２
度
に
亘
る
会
期
延
長
の
末
、
全
て
の
法

案
を
強
行
採
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
来
年
度
か
ら
は
社
会
保
障

費
が
抑
え
ら
れ
る
一
方
、
防
衛
費
は
７
年

連
続
で
増
加
し
最
大
５
兆
１
千
億
円
に
も

膨
ら
ん
で
「
軍
事
大
国
」
と
な
り
ま
す
。 

     

今
国
会
で
不
野
党
が
対
立
し
た
主
な
重

要
法
案
は
、
「
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
関
連
法
」
と
、「
年
金
制
度 

改
革
関
連
法
」
、
「
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ

Ｐ
）
整
備
推
進
法
（
カ
ジ
ノ
法
）
」
で
す
。 

自
民
党
は
こ
の
３
つ
の
重
要
法
案
を

成
立
さ
せ
る
の
に
委
員
会
で
の
審
議
は

お
ろ
か
、
本
会
議
で
も
時
間
を
と
ら
ず
に
、 

公
明
党
や
日
本
維
新
の
会
と
強
行
採
決 

し
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
絶
対
に
許
す
訳
に

は
い
き
ま
せ
ん
。 

              

    

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
を
巡
っ
て
は
、
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の
勝
利
に
よ
っ
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
は
絶
望
的
に
な
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
首
相
の
面
子
の
た

め
だ
け
に
、
無
意
味
な
強
行
採
決
を
し
ま

し
た
。 

ま
た
公
的
年
金
の
給
付
額
の
改
定
ル
ー
ル 

を
見
直
す
「
年
金
改
革
関
連
法
」
は
、
賃
金

や
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
給
付
額
を
増
減

す
る
「
賃
金
・
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
で
、
失

敗
続
き
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策

の
下
で
は
確
実
に
年
金
生
活
者
の
年
金

給
付
額
が
削
減
さ
れ
る
「
年
金
カ
ッ
ト
法
」

な
の
で
す
。 

臨
時
国
会
の
終
盤
に
な
っ
て
急
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
カ
ジ
ノ
解
禁
法
」

は
、
不
党
内
や
財
界
の
中
で
も
異
論
が
出

て
い
る
法
で
、
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」

や
「
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
資
金
洗
浄
）
」

「
治
安
の
悪
化
」
等
が
問
題
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
カ
ジ
ノ
は
、
ア
ジ
ア
で
は
過

当
競
争
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
か
ら
の
富 

              

 

裕
層
の
来
日
客
も
減
っ
て
お
り
、
客
の
８

割
は
日
本
人
に
な
る
と
い
う
予
想
も
す

で
に
出
て
い
ま
す
。 

   

自
民
党
が
「
カ
ジ
ノ
法
」
の
成
立
に
全

力
を
上
げ
た
背
景
に
は
、
２
０
２
５
年
に

万
博
と
カ
ジ
ノ
を
大
阪
に
誘
致
し
た
い

日
本
維
新
の
会
に
配
慮
し
た
も
の
で
、
近

い
将
来
自
民
党
に
合
流
す
る
動
き
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
公
明
党
は
、
党
内
で
意

志
統
一
す
る
時
間
が
無
く
、
初
め
て
「
自

主
投
票
」
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。 

ま
た
民
進
党
も
、
衆
参
で
対
応
の
違
い

を
見
せ
、
蓮
舫
代
表
の
指
導
力
丌
足
と
、

同
一
歩
調
を
と
る
野
党
間
に
丌
信
感
を

不
え
ま
し
た
。 

   

全
て
の
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
ま
で
は
、
こ
れ
か
ら
も 

様
々
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。 

今
度
の
通
常
国
会
で
は
、
介
護
保
険
制

度
と
医
療
費
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ

益
々
高
齢
者
の
生
活
は
圧
迫
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
安
倍
政
権
は
「
軍
事
大
国
」

確
立
の
た
め
に
、
危
険
が
伴
う
海
外
派
遣

の
自
衛
隊
員
の
待
遇
改
善
や
大
学
の
軍

事
研
究
費
の
大
幅
な
増
額
な
ど
、
５
兆
１

千
億
円
を
超
え
る
過
去
最
大
の
防
衛
予

算
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

衆
参
両
院
で
単
独
過
半
数
の
議
席
を 

取
っ
て
驕
り
高
ぶ
る
安
倍
自
民
党
政
権

に
対
し
て
、
今
度
こ
そ
日
本
退
職
者
連
合 

の
仲
間
達
と
共
に
反
対
の
闘
い
に
立
ち
上

が
り
ま
し
ょ
う
！ 
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 新春ｸｲｽﾞ 
《 問 題 》 

強行採決された年金制度改革

関連法は、年金生活者を犠牲に

する「年金❍❍❍法」です。 

 

驕る自民党、審議軽視で強行突破 

 

 

今
国
会
で
成
立
し
た 

重
要
法
案 

指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点 

今
国
会
で
見
え
た
も
の 
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大
宮
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
が
今
回
紹 

介
す
る
有
名
人 

は
、
加
須
市
で
地 

域
活
動
を
リ
ー
ド 

さ
れ
て
い
る
浦
和
電
車
区
分
会
Ｏ
Ｂ
会 

の
中
里
静
雄
さ
ん
で
す
。 

中
里
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
６
月
に 

尾
久
客
車
区
に
就
職
し
、
そ
の
後
新
宿 

客
車
区
、
浦
和
電
車
区
（
電
車
検
査 

係
）
に
転
勤
し
て
60
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。 

国
鉄
改
革
時
に
は
、
国
労
と
決
別
し
て 

真
国
労
に
加
入
し
、
そ
の
後
東
鉄
労
に
合 

流
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
浦
和
電
車
区
分 

会
で
は
人
望
も
厚
く
仲
間
か
ら
の
信
頼
も

も
あ
っ
て
、
副
分
会
長
と
し
て
組
合
員
の 

先
頭
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

退
職
後
は
現
役
時
代
か
ら
や
っ
て
い
る
加 

   

須
市
勤
労
者
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
続
け
、
勤 

労
者
運
動
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
釣
り
等
を
企 

画
し
た
り
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
た
め
親
子
で 

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け 

や
芋
掘
り
等
を
行
い
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ 

 

っ
て
も
ら
い
、
い
つ
も
好
評
だ
そ
う
で
す
。 

現
在
も
顧
問
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
し

な
が
ら
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か 

ら
、
商
工
会
や
行
政
と
の
関 

わ
り
合
い
も
で
き
、
行
政
の 

諮
問
機
関
で
あ
る
各
種 

審
議
会
や
協
議
会
等
の
委 

嘱
を
受
け
、
20
年
間
ほ
ど
活 

動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
人
は
謙
遜
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
「
市

民
の
顔
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
加
須
市
在
住
・
中
里
静
雄
・
74
歳
） 

 

わ
が
町
の 

 

有
名
人 
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12
月
７
日
14
時
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部 

大
会
議
室
で
、
「エ
ル
ダ
ー
担
当
者
会
議
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
各
地
本
の

責
任
者
と
エ
ル
ダ
ー
担
当
者
、
そ
し
て
本
部
Ｏ

Ｂ
会
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
は
、
昨
年
ま
で
は
「
エ
ル
ダ
ー
組
合

員
と
中
央
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」
と

し
て
開
催
さ
れ
て
来
た
も
の
で
す
。 

  

 

会
議
は
大
塚
組
織
担
当
部
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
奥
山
副
委
員
長
か
ら
、
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
も
実
施
し
て
い
る
「
ス
ト
権
確
立
の
意
思

確
認
の
一
票
投
票
」
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
古
川
会
長
は
、
エ
ル
ダ
ー
の

組
合
加
入
は
Ｏ
Ｂ
会
に
と
っ
て
も
大
事
な
事

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
組
織
率
を

高
め
て
い
く
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
を
使
っ
て
再
就
職
す
る

組
合
員
が
、
「
組
合
継
続
を
し
な
い
で
、
組
合

を
脱
退
す
る
人
が
出
る
の
は
何
故
か
」
、
ま
た 

「
組
合
は
継
続
し
て
も
、
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
し
な

い
人
が
出
る
の
は
何
故
か
」
等
に
つ
い
て
意
見

が 

 

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

特
徴
的
な
意
見
と
し
て
は
、
①
分
会
役
員 

が
若
返
り
、
退
職
間
際
の
組
合
員
と
話
す
の 

が
大
変
だ
②
若
年
出
向
し
た
ま
ま
退
職
す 

る
の
で
、
話
す
機
会
も
少
な
く
苦
労
し
て
い
る

③
出
向
し
て
し
ま
う
と
、
分
会
と
の
関
係
が

途
切
れ
が
ち
に
な
る
な
ど
、
分
会
や
支
部
な

ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
現
役
時
代
か
ら
関
係
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
職
場
で
は
、
組
合
継
続
率
が

高
い
事
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

    

今
回
の
会
議
は
、
事
前
に
各
地
本
か
ら
「
取

り
組
み
」
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
内
容
も
充

実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

会
議
の
ま
と
め
で
本
部
の
串
田
企
画
組
織 

部
長
は
、
「エ
ル
ダ
ー
職
場
の
労
働
環
境
改
善 

の
取
り
組
み
は
、
今
後
も
強
化
し
て
行
く
。

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
組
織
率
を
高
め
る
に
は

名
簿
整
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
欲
し
い
。
こ
の

会
議
は
今
後
も
開
催
し
、
エ
ル
ダ
ー
の
全
員

組
合
加
入
を
目
指
し
て
い
く
」
と
決
意
を
明

ら
か
に
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

Ｊ Ｒ 東労組中央本部が 

明
ら
か
に
な
っ
た
悩
み 

名
簿
整
理
が
大
事 

大宮地本ＯＢ会 
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12
月
13

日
13
時
半
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
、
松
崎 

明
初
代
委
員
長
の
七
回
忌
を
迎

え
、
都
内
の
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
中
央
会
館
で 

「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
初
代
委
員
長 

松
崎 

明 

七
回
忌 

反
動
の
嵐
に
抗
し
、
時
代
を
切
り

拓
い
た
団
結
力
で
Ｊ
Ｒ
改
革
に
立
ち
上
が
れ

・

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
集

会
に
は
、
全

地
本
の
組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
ら
７

５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
元
本
部
委
員
長
の
石
川
尚
吾
氏

が
、
国
鉄
反
合
理
化
闘
争
の
原
点
と
も
な
っ

た
「
尾
久
・
田
端
基
地
統
廃
合
反
対
闘
争
の

意
義
」
を
、
当
時
の
尾
久
支
部
委
員
長
の
松

崎
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
話
を

し
ま
し
た
。 

ま
た
Ｊ
Ｒ
総
連
の
柳 

明
則
書
記
長
か
ら

は
、
松
崎
さ
ん
の
提
唱
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ 

    

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
初
代
委
員
長

松
崎 

明
さ
ん
の
命
日
を
前
に
し
た

月

２
日
、
埼
玉
県
・
高
済
寺
境
内
に
あ
る
松
崎

さ
ん
の
お
墓
参
り
を 

し
ま
し
た
。 

綺
麗
に
清
掃
さ
れ 

た
お
墓
の
前
で
古
川 

会
長
は
、
残
念
な
結 

果
と
な
っ
た
参
院
選 

と
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成 

周
年
の
取
り
組
み 

を
報
告
し
ま
し
た
。 

       

 た
「
国
際
鉄
道
安
全
会
議
」
に
ま
つ
わ
る 

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
の
基
調
報
告
は
約
１
時
間
に
亘
っ 

て
吉
川
委
員
長
が
行
い
、
そ
の
内
容
は
、

現
在
組
合
結
成
以
来
初
め
て
取
り
組
ん
で

い
る
「
ス
ト
権
確
立
に
向
け
た
意
志
確
認

の
一
票
投
票
」
の
実
施
状
況
と
、
格
差
ベ

ア
を
な
く
す

春
闘
に
向
け
て
の
本
部

の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
特
に
目
に
つ
い
た
の
は
、
会

社
側
か
ら
の
「
ス
ト
権
」
の
取
り
組
み
に

対
す
る
「
組
合
悪
者
論
」
宣
伝
に
よ
る
妨

害
工
作
の
動
き
で
し
た
。 

こ
の
日
の
集
会
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動 

の
基
礎
を
築
い
た
松
崎 

明
初
代
委
員
長 

を
偲
び
な
が
ら
、「
松
崎
イ
ズ
ム
」
を
再 

確
認
し
た
集
会
で
し
た
。 

松
崎 

明
初
代
委
員
長
の
七
回
忌
で 

 


